
配
偶
者
の
居
住
用
不
動
産
の
相
続

や
預
貯
金
の
仮
払
い
を
手
当
て

　

相
続
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
法
制

審
議
会
の
民
法
（
相
続
関
係
）
部
会

で
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
中
間
試
案
に

つ
い
て
、
２
０
１
６
年
７
月
に
１
回

目
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
実
施

さ
れ
て
い
た
。
今
回
８
月
１
日
か
ら

開
始
し
て
い
る
２
回
目
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
は
、
中
間
試
案
後
に
追

加
さ
れ
た
新
た
な
方
策
等
の
一
部

（
追
加
試
案
）
に
限
定
し
、
コ
メ
ン

ト
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
遺
産
分
割
等
と
遺
留
分
制
度

に
関
す
る
見
直
し
に
つ
い
て
の
コ
メ

ン
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
遺
産
分
割
等
に
関
す
る
見

直
し
に
関
し
て
は
、
追
加
試
案
で
は
、

①
配
偶
者
保
護
の
た
め
の
方
策
、
②

仮
払
い
制
度
等
の
創
設
・
要
件
明
確

化
、
③
一
部
分
割
、
④
相
続
開
始
後

の
共
同
相
続
人
に
よ
る
財
産
処
分
が

提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

①
配
偶
者
保
護
の
た
め
の
方
策
と

し
て
は
、
配
偶
者
の
法
定
相
続
分
を

引
き
上
げ
る
中
間
試
案
が
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
反
対
を
受
け
て
撤
回

さ
れ
た
た
め
、
そ
の
代
替
案
と
し
て

「
特
別
受
益
の
持
戻
し
免
除
の
意
思

表
示
の
推
定
」
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

現
行
の
民
法
で
は
、
被
相
続
人
か
ら

特
別
な
利
益
（
特
別
受
益
）
を
得
た

相
続
人
が
い
る
場
合
、
相
続
人
の
間

の
公
平
の
た
め
、
遺
産
分
割
の
際
に

原
則
と
し
て
い
っ
た
ん
遺
産
に
持
ち

戻
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
続
人
の
取

り
分
を
計
算
す
る
必
要
が
あ
る
（
特

別
受
益
の
持
戻
し
）。

　

追
加
試
案
で
は
、
婚
姻
期
間
が
20

年
以
上
の
夫
婦
に
つ
い
て
、
一
方
が

他
方
の
配
偶
者
に
居
住
用
の
家
や
土

地
（
長
期
居
住
権
を
含
む
）
を
贈
与

し
た
場
合
、
遺
産
分
割
に
お
い
て
、

贈
与
さ
れ
た
家
や
土
地
は
、
原
則
と

し
て
遺
産
に
持
ち
戻
す
必
要
が
な
く

な
る
（
計
算
の
対
象
外
に
な
る
）。

配
偶
者
は
よ
り
多
く
の
財
産
を
最
終

的
に
取
得
で
き
、
生
活
保
障
に
資
す

る
。

　

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
被
相
続
人
の

意
思
表
示
を
「
推
定
」
す
る
規
定
で

あ
る
た
め
、
例
外
的
に
被
相
続
人
の

遺
言
な
ど
で
免
除
し
な
い
意
思
表
示

が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
持
ち
戻
す

必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
配
偶
者
に

贈
与
さ
れ
た
居
住
用
の
家
や
土
地
に

限
り
、
現
行
の
民
法
で
の
原
則
と
例

外
を
逆
転
さ
せ
、「
原
則
と
し
て
遺

産
分
割
の
計
算
の
対
象
外
」
と
す
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

　

②
仮
払
い
制
度
等
の
創
設
・
要
件

明
確
化
と
は
、
預
貯
金
を
遺
産
分
割

の
対
象
と
す
る
（
分
割
前
の
払
戻
し

を
認
め
な
い
）
最
高
裁
の
判
断
を
受

け
て
、
葬
儀
費
用
や
相
続
人
の
生
活

費
な
ど
の
需
要
に
対
処
す
る
た
め
、

例
外
的
に
遺
産
分
割
前
の
預
貯
金
を

か
り
に
払
い
戻
す
た
め
の
制
度
を
提

案
す
る
も
の
で
あ
る
。
家
庭
裁
判
所

の
手
続
（
保
全
処
分
）
を
利
用
す
る

案
と
、
家
庭
裁
判
所
の
手
続
外
で
の

払
戻
し
を
認
め
る
案
の
２
案
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
案
は
払
戻
し

に
上
限
額
が
あ
る
（
相
続
開
始
時
の

現
在
、
法
制
審
議
会
の
民
法
（
相
続
関
係
）
部
会
は
、
中
間
試
案
後
の
追
加
試
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
実
施
し
て
い
る
（
９
月
22
日
ま
で
）。
10
月
か
ら
部
会
で
の
審
議
を

再
開
し
、
２
０
１
７
年
末
ま
た
は
18
年
初
め
に
要
綱
案
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

る
。
改
正
の
議
論
は
い
よ
い
よ
大
詰
め
を
迎
え
た
と
い
え
よ
う
。
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預
貯
金
額
（
口
座
基
準
）
×
20
％
×

法
定
相
続
分
、
か
つ
１
金
融
機
関
ご

と
に
１
０
０
万
円
ま
で
）。
こ
の
２

案
は
両
方
と
も
採
用
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
ま
ず
裁
判
所

外
で
上
限
の
１
０
０
万
円
ま
で
の
払

戻
し
を
受
け
、
不
足
す
る
場
合
に
は

裁
判
所
で
の
手
続
の
な
か
で
さ
ら
な

る
払
戻
し
を
求
め
る
、
と
い
う
こ
と

も
可
能
に
な
る
。

　

③
一
部
分
割
と
は
、
遺
産
分
割
に

お
い
て
一
部
の
遺
産
の
み
を
先
に
分

割
す
る
方
法
で
あ
る
（
分
割
し
や
す

い
現
金
や
預
金
を
と
り
あ
え
ず
先
に

分
割
し
て
お
く
な
ど
）。
実
務
上
認

め
ら
れ
て
き
た
取
扱
い
で
あ
る
も
の

の
、
現
行
の
民
法
で
は
規
定
が
設
け

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

追
加
試
案
で
は
、
共
同
相
続
人
間
で

の
協
議
に
よ
る
遺
産
分
割
に
お
い
て
、

原
則
と
し
て
一
部
分
割
が
で
き
る
こ

と
を
明
文
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
家
庭
裁
判
所
で
の
遺
産
分
割

手
続
（
調
停
・
審
判
）
に
つ
い
て
も
、

追
加
試
案
で
は
一
定
の
要
件
の
も
と
、

遺
産
の
全
部
分
割
だ
け
で
な
く
、
一

部
分
割
の
請
求
も
で
き
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

④
遺
産
の
分
割
が
終
了
す
る
ま
で

の
間
に
、
共
同
相
続
人
の
一
人
が
遺

産
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
処
分
し
た

場
合
、
現
行
の
実
務
で
は
、
そ
の
処

分
さ
れ
た
遺
産
に
つ
い
て
は
遺
産
分

割
の
対
象
外
と
す
る
取
扱
い
が
さ
れ

て
き
た
。
追
加
試
案
で
は
、
処
分
さ

れ
た
遺
産
が
遺
産
分
割
時
に
遺
産
と

し
て
な
お
存
在
す
る
も
の
と
み
な
し

て
、
遺
産
分
割
の
対
象
財
産
に
含
め

て
計
算
す
る
案
（
遺
産
分
割
案
）
と
、

他
の
相
続
人
が
遺
産
を
処
分
し
た
相

続
人
に
対
し
て
、
そ
の
処
分
が
な
か

っ
た
と
仮
定
し
た
場
合
と
の
取
り
分

の
差
額
を
賠
償
金
と
し
て
請
求
で
き

る
案
（
償
金
請
求
案
）
の
２
案
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。

遺
留
分
減
殺
の
効
力
は

原
則
と
し
て
金
銭
賠
償
に

　

追
加
試
案
で
は
、
遺
留
分
減
殺
請

求
（
遺
留
分
権
利
者
に
よ
る
遺
留
分

を
求
め
る
請
求
）
の
効
力
の
見
直
し

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
遺
留
分
制
度

と
は
、
遺
贈
（
遺
言
に
よ
る
贈
与
）

や
生
前
贈
与
な
ど
に
よ
り
特
定
の
者

だ
け
に
財
産
が
遺
さ
れ
た
場
合
な
ど

で
あ
っ
て
も
、
法
定
相
続
人
の
う
ち
、

と
く
に
被
相
続
人
と
の
血
縁
が
近
い

者
（
遺
留
分
権
利
者
）
に
限
り
、
特

別
に
最
低
限
の
財
産
の
取
り
分
（
遺

留
分
）
の
取
戻
し
を
認
め
る
制
度
で

あ
る
。
現
行
で
は
、
遺
留
分
減
殺
請

求
に
よ
り
、
遺
留
分
を
侵
害
し
て
い

る
贈
与
な
ど
は
、
そ
の
侵
害
額
の
限

度
で
効
力
を
失
い
、
贈
与
さ
れ
た
財

産
は
、
原
則
と
し
て
遺
留
分
権
利
者

と
贈
与
を
受
け
た
者
と
の
共
有
に
な

る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
原
則
、
贈
与

さ
れ
た
財
産
そ
の
も
の
を
現
物
返
還

す
る
と
い
う
効
力
が
生
じ
る
こ
と
と

な
る
が
、
共
有
関
係
を
解
消
す
る
際

に
新
た
な
紛
争
が
生
じ
る
な
ど
の
問

題
が
あ
っ
た
。

　

追
加
試
案
で
は
、
遺
留
分
権
利
者

は
原
則
と
し
て
現
物
返
還
で
は
な
く
、

遺
留
分
侵
害
額
に
相
当
す
る
金
銭
の

支
払
い
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
例

外
的
に
一
定
の
期
間
、
贈
与
な
ど
を

受
け
た
者
に
選
択
権
を
与
え
、
そ
の

者
が
選
択
し
た
場
合
、
金
銭
の
支
払

い
に
代
え
て
、
指
定
し
た
財
産
の
給

付
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
遺
留
分
減
殺
請
求
の
効
力
に

つ
い
て
、
現
行
の
民
法
で
の
原
則
と

例
外
を
逆
転
さ
せ
る
提
案
と
な
っ
て

い
る
。

配
偶
者
の
短
期
・
長
期
居
住
権

な
ど
は
ほ
ぼ
内
容
が
固
ま
る

　

こ
の
追
加
試
案
に
含
ま
れ
な
い
改

正
案
に
つ
い
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
公
表
前
の
部
会
（
第
23
回
）

の
時
点
の
内
容
で
ほ
ぼ
固
ま
っ
た
と

み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、

①
居
住
用
の
不
動
産
に
つ
い
て
の
短

期
・
長
期
居
住
権
の
創
設
、
②
自
筆

証
書
遺
言
の
方
式
緩
和
（
遺
産
目
録

な
ど
の
自
書
不
要
）、
③
自
筆
証
書

遺
言
（
原
本
）
の
法
務
局
へ
の
保
管

制
度
の
創
設
、
④
個
別
の
類
型
に
お

け
る
遺
言
執
行
者
の
権
限
規
定
（
預

貯
金
の
払
戻
し
や
預
金
契
約
の
解
約

を
申
し
入
れ
る
権
限
な
ど
）、
⑤
遺

留
分
減
殺
の
対
象
と
な
る
相
続
人
へ

の
贈
与
を
相
続
開
始
前
10
年
間
の
贈

与
に
限
定
、
⑥
相
続
人
以
外
の
者
が

財
産
形
成
に
貢
献
し
た
場
合
（
労
務

提
供
に
限
る
）、
相
続
人
に
対
し
て

金
銭
の
支
払
い
を
請
求
で
き
る
、
な

ど
の
改
正
案
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

（
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
民
法
改
正
議

論
の
最
新
動
向
」（
本
誌
17
年
５
月

15
日
号
）
27
〜
31
ペ
ー
ジ
参
照
）。

こ
ば
や
し　

あ
き
こ

15
年
大
和
総
研
入
社
。
金
融
調
査
部

制
度
調
査
課
所
属
。
弁
護
士
（
東
京

弁
護
士
会
所
属
）。
国
内
外
の
法
律

・
制
度
の
調
査
に
携
わ
り
、
現
在
は

と
く
に
税
制
や
会
社
法
、
金
融
商
品

取
引
法
、
民
法
に
関
す
る
調
査
に
注

力
し
て
い
る
。
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